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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第１四半期連結
累計期間

第54期
第１四半期連結
累計期間

第53期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 1,498,086 2,070,010 8,266,048

経常利益（千円） 32,822 194,306 507,427

四半期（当期）純利益（千円） 40,725 125,840 415,438

四半期包括利益又は包括利益（千円） 31,865 145,328 388,551

純資産額（千円） 3,774,721 4,103,256 4,007,222

総資産額（千円） 8,828,739 9,672,672 9,675,775

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
6.57 21.88 68.63

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 42.8 42.4 41.4

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ･フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興需要等を背景とした緩やかな回復基調にはあるものの、

依然として燻り続ける欧州財政金融危機及び中国、インドなど新興国経済の減速による海外経済の低迷や長期化す

る円高の影響などにより先行き不透明な状況で推移しました。

このような環境のもとで当社グループは、中期経営計画の３年目に当たる当第１四半期において、主力商品の油

圧ブレーカー、圧砕機、環境関連機器の販売に注力しました結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高

2,070,010千円（前年同期比38.2%増）、営業利益196,137千円（前年同期比548.5%増）、経常利益194,306千円（前

年同期比492.0%増）、四半期純利益125,840千円（前年同期比209.0%増）となりました。

当第１四半期連結累計期間のセグメント別の業績は次のとおりであります。

国内事業は、売上高全体で1,695,163千円（前年同期比39.3%増）となっており、主に大手レンタル業者向けア

タッチメントの売上増が寄与した結果、油圧ブレーカーの売上高は140,032千円（前年同期比41.4%増）、圧砕機は

621,437千円（前年同期比44.1%増）となりました。環境機械に関しては東日本の被災地の復興需要向けに優先的に

提供した結果、売上高は263,440千円（前年同期比156.8%増）となり、その他の原材料売上高は261,154千円（前年

同期比5.3%増）及び修理売上高145,595千円（前年同期比12.8%増）となっております。

海外事業は、円高基調にもかかわらず、主に米国でのレンタル業者向け売上増が寄与した結果、売上高374,847千

円（前年同期比33.3%増）となりました。　

　

(2）財政状態の分析

　（資産の部）

　当第１四半期連結会計期間末における資産の残高は、9,672,672千円（前連結会計年度末9,675,775千円）となり

3,103千円減少しました。現金及び預金が408,173千円、商品及び製品が67,999千円それぞれ増加しましたが、受取手

形及び売掛金が498,039千円減少したことが主な要因です。

（負債の部）

　当第１四半期連結会計期間末における負債の残高は、5,569,416千円（前連結会計年度末5,668,553千円）となり

99,137千円減少しました。支払手形及び買掛金が91,853千円減少したことが主な要因です。

（純資産の部）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は4,103,256千円（前連結会計年度末4,007,222千円）となり

96,034千円増加しました。四半期純利益125,840千円を計上したことが主な要因です。　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、15,590千円であります。なお、当第１

四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,200,000 6,200,000
大阪証券取引所市場

第二部

単元株式数は1,000株

であります。

計 6,200,000 6,200,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
－ 6,200,000 － 1,049,700 － 1,000,265

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

　 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

448,000
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

5,745,000
5,742 －

単元未満株式
普通株式

7,000
－ －

発行済株式総数 6,200,000 － －

総株主の議決権 － 5,742 －

（注）　完全議決権株式（その他）には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株含まれております。なお、「議決権の

数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数３個が含まれておりません。

　

②【自己株式等】

　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

オカダアイヨン㈱
大阪市港区海岸通

４丁目１番18号
448,000 － 448,000 7.23

計 － 448,000 － 448,000 7.23

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,776,524 2,184,698

受取手形及び売掛金 ※
 3,288,878

※
 2,790,838

商品及び製品 981,210 1,049,209

原材料及び貯蔵品 900,262 1,000,205

その他 308,193 223,804

貸倒引当金 △10,923 △10,595

流動資産合計 7,244,145 7,238,161

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 543,102 535,682

機械装置及び運搬具（純額） 262,409 272,732

土地 1,423,710 1,423,710

その他（純額） 16,716 23,536

有形固定資産合計 2,245,938 2,255,661

無形固定資産

その他 143,657 140,537

無形固定資産合計 143,657 140,537

投資その他の資産

その他 52,835 49,082

貸倒引当金 △10,801 △10,770

投資その他の資産合計 42,034 38,312

固定資産合計 2,431,629 2,434,511

資産合計 9,675,775 9,672,672
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 1,894,334

※
 1,802,481

短期借入金 2,350,000 2,134,000

1年内返済予定の長期借入金 282,648 421,848

未払法人税等 97,862 81,414

賞与引当金 99,249 46,722

その他 360,729 415,606

流動負債合計 5,084,822 4,902,072

固定負債

長期借入金 226,119 305,107

退職給付引当金 261,962 267,919

役員退職慰労引当金 70,575 72,675

その他 25,073 21,642

固定負債合計 583,730 667,343

負債合計 5,668,553 5,569,416

純資産の部

株主資本

資本金 1,049,700 1,049,700

資本剰余金 1,000,265 1,000,265

利益剰余金 2,249,700 2,326,650

自己株式 △125,395 △125,798

株主資本合計 4,174,269 4,250,816

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,162 448

繰延ヘッジ損益 4,229 △882

為替換算調整勘定 △172,438 △147,125

その他の包括利益累計額合計 △167,047 △147,559

純資産合計 4,007,222 4,103,256

負債純資産合計 9,675,775 9,672,672
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 1,498,086 2,070,010

売上原価 1,027,166 1,423,214

売上総利益 470,919 646,796

販売費及び一般管理費 440,672 450,658

営業利益 30,246 196,137

営業外収益

受取利息 1,630 4,134

受取配当金 261 275

為替差益 － 3,841

固定資産売却益 11,610 1,389

その他 1,005 1,546

営業外収益合計 14,508 11,187

営業外費用

支払利息 9,308 8,426

債権売却損 687 1,191

為替差損 681 －

その他 1,254 3,401

営業外費用合計 11,932 13,018

経常利益 32,822 194,306

税金等調整前四半期純利益 32,822 194,306

法人税等 △7,902 68,466

少数株主損益調整前四半期純利益 40,725 125,840

四半期純利益 40,725 125,840
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 40,725 125,840

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △202 △713

繰延ヘッジ損益 △8,332 △5,111

為替換算調整勘定 △325 25,312

その他の包括利益合計 △8,859 19,487

四半期包括利益 31,865 145,328

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 31,865 145,328

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結会計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後

に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

  この変更による損益への影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連

結会計期間末日残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形 111,671千円 124,826千円

支払手形 113,444 34,903
　
　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

減価償却費 29,424千円 23,626千円

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 30,979 5 平成23年３月31日平成23年６月29日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式   48,890 8.5平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

国内 海外 計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,216,910281,1751,498,086 － 1,498,086

セグメント間の内部売上高又は

振替高
23,372 10,975 34,347(34,347) －

計 1,240,282292,1511,532,434(34,347) 1,498,086

セグメント利益又は損失（△） 56,329 △26,614 29,714 532 30,246

(注)１　セグメント利益又は損失の調整額532千円は、セグメント間取引消去532千円であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

国内 海外 計

売上高      

外部顧客への売上高 1,695,163374,8472,070,010 － 2,070,010

セグメント間の内部売上高又は

振替高
32,687 8,724 41,412(41,412) －

計 1,727,850383,5712,111,422(41,412) 2,070,010

セグメント利益 163,885 32,044 195,929 208 196,137

(注)１　セグメント利益の調整額208千円は、セグメント間取引消去208千円であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 6円57銭 21円88銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 40,725 125,840

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 40,725 125,840

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,195 5,751

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

平成24年８月９日

オカダアイヨン株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士 土　　居　　正　　明　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士 淺　　野　　禎　　彦　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

オカダアイヨン株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連

結会計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４

月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を
整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財
務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して
実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国
において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて
限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オカダアイヨン株式会社及び連結子

会社の平成24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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